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Outline of Annual Research Achievements

⽇本を含め多くの地域で、発掘収蔵品、特に岩⽯同定調査はほとんど⾏われておらず、正しい化学分析による、客観的な岩⽯の記載に不備があった。本研究では携帯型蛍
光X線分析装置（pXRF）を⽤い⽯製遺物の化学的分析と岩⽯同定を⾏うことで、先史時代の⽯材の把握と地質考古学的検討を試みている。 
第１年度は研究対象地域を、⽇本でも縄⽂時代の⼤規模遺跡として広く認知されている富⼭市の同市北代遺跡（縄⽂時代中期）および⼩⽵⾙塚遺跡（縄⽂時代初期）に注
⽬して、同地域から出⼟した⽯斧の⽯材分析に取り組んだ（2017年11⽉）。北陸地⽅はヒスイ⽂化の中⼼地でもある。⼀⽅、同じくヒスイの原産地でもあるミャンマー
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中部地域の先史時代（新⽯器〜⻘銅器時代）の遺跡から発掘された⽯製遺物についても、現地でのpXRF分析を試みた（2018年1⽉）。更にタイ、チュンポーン（2018年
3⽉）での現地から出⼟した⽯製遺物の分析を⾏った。 
これまで⽇本の縄⽂時代⽯製遺物については、多くが蛇紋岩あるいは緑⾊岩を⽤いて製作されていると認識されていたが、今回の分析によって、蛇紋岩製⽯斧はごく少数
しかなく、ほとんどのものが⾓閃⽯岩、その中でも多くがネフライト（緑閃⽯岩）製であることがわかった。縄⽂前期から中期にかけてヒスイ製の装飾品は存在すること
あれ、量的にはネフライトが⼤多数であった。⼀⽅、ミャンマーでは、安⼭岩、蛇紋岩を⽤いた⽯斧も確認できたが、これまでに分析したなかで約15試料がネフライト
製の腕輪が認められた。また今回はじめてヒスイ製の装飾品を１つ確認することができた。⼀⽅、タイ南部のチュンポーンでは、⻘銅器時代も重要拠点遺跡（Khao
Sek）から、ネフライト製のリンリンオー⽿飾りと双獣頭ペンダントを確認できた。これまでの東南アジアの調査でもっとも南⻄から出⼟したものとして報告準備中であ
る。

Research Progress Status

29年度が最終年度であるため、記⼊しない。

Strategy for Future Research Activity

29年度が最終年度であるため、記⼊しない。
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2017[Journal Article] ハンドヘルド蛍光X線分析装置を⽤いた⽯器⽯材分析の試み 

2017[Presentation] A non-invasive mineralogical study on nephrite jade artifacts in Vietnam prehistory 
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